
開始日など 項目 場所

６/６(木) (2)こおりやまSAKE＆発酵まつり実行委員会 郡山商工会議所

６/７(金) (2)鈴木賢二氏郡山市発酵アドバイザー委嘱状交付 郡山市役所庁議室

７/18（木）～
７/31（水）

(3)ヒロシマ原爆・平和展 けんしん郡山文化センター

１０月下旬 (2)こおりやまSAKE＆発酵まつり 市内ホテル
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(1) 令和６（2024）年６月補正予算の概要 別冊 

   

(2) 地域固有の発酵文化を発信 資料２ 

   

(3) (公益)三菱商事復興支援財団との協定締結 資料３ 

   

(4) ヒロシマ原爆・平和展 資料４ 

   

配布資料１ 本庁舎等照明の節電  

配布資料２ 令和５(2023)年度 市民相談の概要  

配布資料３ こおりやま広域圏連携事業（教職員等交流）  

※質問は、「項目」、「フリー」に分けて行います。 

※幹事社 

 ・日本経済新聞 ・福島中央テレビ 

【項目一覧】 

令和６（2024）年６月 定例市長記者会見 
 

日時：令和６(2024)年６月６日（木）午前 11時 

場所：郡山市役所本庁舎２階 特別会議室 



地域固有の発酵文化を発信します

地域で親しまれてきた発酵文化の発信及び発酵技術の活用・普及を通じて、地場産業の
育成及び交流人口の拡大を図ります。

（園芸畜産振興課）

市制施行100周年を記念して、郡山市の豊かな食を全国に発
信するため、発酵をテーマとしたイベントを開催します。
※これまで冬に開催してきたウインターフェスタ
（新酒まつり）を統合

【主 催】 こおりやまＳＡＫＥ＆発酵まつり実行委員会
（郡山市・郡山商工会議所）
※６月６日（木）13：30から郡山商工会議所会館
で実行委員会総会を開催し、発足予定

【日 程】 10月下旬

【場 所】 市内ホテル

【内 容】・郡山市及びこおりやま広域圏の発酵、熟成食品の
展示販売

・全国の地ウイスキーなどが大集合
・発酵をテーマとしたワークショップや
セミナーの開催 など

「こおりやまＳＡＫＥ＆発酵まつり」の開催郡山市発酵アドバイザー委嘱状交付

※内容については、今後実行委員会
で決定します。

2024年６月 定例市長記者会見
資料２ 農林部園芸畜産振興課

産業観光部観光政策課

（観光政策課）

鈴木 賢二（すずき けんじ）様

に郡山市発酵アドバイザーの委嘱状を交付します。

委嘱状交付式

【日 時】 ６月７日（金）15：15～

【場 所】 郡山市役所 庁議室（本庁舎２階）

【委嘱者】 福島県酒造組合 特別顧問
鈴木 賢二（すずき けんじ）様

就任経緯

鈴木様は「日本酒の神様」と称され、全国新酒鑑評会で

福島県の金賞銘柄数９回連続「日本一」に貢献されました。

本市においても、日本酒発酵における専門的な指導及び助

言をいただき、発酵食品の販売促進及び発酵文化のさらな

る推進を図れることから、この度の委嘱

となりました。

・岩手大学農学部農芸化学科卒
・令和４年 福島県ハイテクプラザ会津若松技術支援
センター副所長で定年退職

・同年 福島県酒造組合特別顧問及び福島県日本酒ア
ドバイザーに就任



(公益)三菱商事復興支援財団との協定締結

本市と公益財団法人三菱商事復興支援財団は、本市が同財団の所有する醸造加工施設（ふくしま
逢瀬ワイナリー）等資産の寄附を受ける方針のため、基本的な協定を締結しました。

協定締結内容

【協定締結日】 令和６(2024)年５月31日

【協定期間】 締結日から令和７(2025)年３月31日まで

【主な協定書の内容】(１)寄附受納の対象となる施設・設備等資産

(２)寄附行為の期限（所有権が移転する期日）

(３)寄附資産の適正な管理を目的とした準備行為

今後のスケジュール

本市は同ワイナリーについて民間事業者による運営の方向で検討しており、「郡山市事業者選定審議会条例（平成30年３月26
日制定）」に基づき審議会を設置。公募により貸付けが可能となる優先交渉権者を決定する予定。

2025年

（令和7年）度

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

2024年（令和6年）度

■ 第１回審議会

（公募要項について審議）

■ 協定書締結

■ 公募開始

期間：１ｶ月半程度

■ 公募決定者

による

ワイナリーの

運営開始

■ 公募の条件検討

期間：１ｶ月半程度

■ 第２回審議会

（公募申込者の審査）

■ 優先交渉権者の決定

■ 仮契約の締結

（土地・建物の貸付け）

■ 契約の締結

（土地建物の貸付

■ ３月定例会

議案提出・議決

（施設寄付受領等）

【 準 備 期 間 】

【想定スケジュール】

2024年６月 定例市長記者会見
資料３ 農林部園芸畜産振興課



〇開催期間（入場無料・申し込み不要）
令和６年７月１８日（木）～７月３１日（水）
９時００分～１７時００分 ※月曜日休館

〇会場
けんしん郡山文化センター １階 展示室

〇展示内容
・「広島平和記念資料館」所蔵の被爆資料の展示
（変形したガラス瓶、８時１５分で止まった腕時計、瓦礫の付着した
湯飲みなど）

・原爆被災写真等のパネル展示

・VR被爆映像体験

（被爆前から復興までの様子を
VRゴーグルで体験いただけます。）

・市民・高校生が描いた原爆の絵の展示
・ドキュメンタリー映像上映
・被爆体験手記・図書コーナー
・折り鶴コーナー
(作った折り鶴は平和記念公園内
「原爆の子の像」へ捧げます。）

・平和へのメッセージコーナー
（放課後児童クラブの児童が作成
したメッセージの展示等）

・郡山市平和事業紹介

戦争と核兵器の恐ろしさ、平和の大切さ、そして命の尊さを感じていただくため、「平和を考える市民の集い実行委員会」・広島市と
共同で開催します。平和な世界をつくるために、私たちのできることは何か、考えてみませんか。

市制施行100周年・核兵器廃絶都市宣言40周年記念

「ヒロシマ原爆・平和展」
2024年６月 定例市長記者会見
資料４ 総務部総務法務課

平和への祈りを次代へつなぐため、「ヒロシマ原爆・平和展」を開催します

「ヒロシマ原爆・平和展」概要

VR被爆映像体験の様子
出典：PEACE PARK TOUR VR

８時15分で止まった腕時計
寄贈：川越明人さん
所蔵：広島平和記念資料館

米軍機より撮影したきのこ雲
撮影：米軍
所蔵：広島平和記念資料館

〇オープニングセレモニー
〇「郡山戦災史」朗読
（郡山大空襲の様子について、市民の手記・体験記
の朗読を行います。）

〇被爆体験講話
（広島市からお越しいただいた被爆者ご本人の体験
を語っていただきます。）

〇開催日（入場無料・申し込み不要）
令和６年７月２０日（土） １４時００分

〇会場
けんしん郡山文化センター ５階 集会室

広島県外では初！



2024年６月 定例市長記者会見
配布資料１ 総務部総務法務課

環境部環境政策課
本庁舎等における照明の節電について

国による「電気・ガス価格激変緩和対策事業」の終了により、今後、電気使用料金の上昇が見込
まれる中、本庁舎や西庁舎等においては、照明の明るさ調整（調光率）等により電力消費量を削減
し、二酸化炭素の排出を抑制するとともに、経費節減による自主財源の有効活用を図ります。

執務室 共用部（廊下等）

照明の
運用

電気料
削減額

約２２０万円／年 約３０万円／年

調光率100％ 調光率50％ 間引き無・調光率30％ 2/3間引き・調光率30％

例）本庁舎廊下の場合

労働安全衛生法及び関連規則に基づき、照度
300ルクス以上を満たす範囲で節電を行う。

 調光率50％を基本とする
 明るさに応じ、適宜、調光率を調整する

来庁者が多く利用される場所を除き、支障
が無い範囲で節電を行う。

 部分的に、間引き点灯や調光率を調整する

2024年６月運用開始



令和５(2023)年度市民相談の概要

令和５(2023)年度の市民相談の概要は次のとおりです。
最も多く寄せられた相談は、行政に関する相談が2,518件（45％）、次に民事に関する相談が1,662件
（29％）でした。法律相談(総数491件)で最も多かったのは、相続が98件（20％）、次に結婚・離婚が
78件（16％）でした。必要に応じて法律相談等をご利用ください。

2024年 ６月 定例市長記者会見
配布資料２ 市民部市民・NPO活動推進課

※「その他機関」とは、相談内容に応じて、
司法書士会等の民間団体等が実施する無料
相談等を案内した処理区分を指す。

総数：491件



こおりやま広域連携中枢都市圏(こおりやま広域圏：５市８町４村)に開放していた本市の
教職員研修講座（20講座）を県内すべての公立小・中・義務教育学校へ拡大します。
【５市８町４村】 郡山市、須賀川市、二本松市、田村市、本宮市、大玉村、鏡石町、天栄村、磐梯町、

猪苗代町、石川町、玉川村、平田村、浅川町、古殿町、三春町、小野町

対象とする研修講座について、オンラインによる参加や録画映像のオンデマンド配信による視聴※1

を可能とし、県内教職員の資質向上に寄与します。
※1 … 講師の承諾を得た研修講座について期間や公開範囲を限定して配信

研修講座を県内すべての公立
小･中･義務教育学校に開放

参加申込人数(5/29時点)開放の対象とする研修講座(20講座)拡

■不登校・児童生徒理解講座(６/７)
■道徳教育講座(６/28)
■特別活動教育講座(７/２)
■家庭科教育講座(７/９)
■通常学級における特別支援教育講座 (７/22)
■国語科教育講座(７/25)
■「郡山の教育」実践発表会(８/２)
■いじめ防止講座(８/27)
■図画工作・美術科教育講座(８/29)
■生活科教育講座(９/18)
■プログラミング教育講座(10/３)
■音楽科教育講座(10/15)
■算数・数学科教育講座(10/23)
■総合的な学習の時間教育講座(10/31)
■社会科教育講座(11/６)
■技術科教育講座(11/11)
■外国語教育講座(11/18)
■理科教育講座(11/26)
■体育・保健体育科教育講座(11/27)
■郡山市公立学校教職員研究物展(１/24～30)※2
※2 … 郡山市中央公民館において開催

管 内 人 数 (のべ人数)

県 北 54

県 中 152

県 南 10

会 津 18

南会津 54

相 双 27

いわき 70

合 計 385

■対象：本市を含む県内59市町村立の小・
中・義務教育学校の教職員

■効果：県内教職員の資質向上

こおりやま広域圏連携事業（教職員等交流）

2024年６月 定例市長記者会見
配布資料３ 学校教育部 教育研修センター


